PGPLOT Example 12: PGARRO



one point advice


one point advice
この図のタイトルは、ソースコードの

   CALL PGSCH(0.7)
   CALL PGSCI(2)
   ・・・・・・
   CALL PGLAB(' ', ' ', 'PGPLOT Example 12: PGARRO')

の部分で描かれている。PGSCH の引数を1より小さくすると、通常より小さめの字を書くことができる。逆に1より大きい値を指定すれば,大きめの字が書ける。

one point advice
この例では、PGSAH と PGSCH で矢印の頭の形状と大きさを変えながら、向きを変えて１６本(ソースコードでは"NV=16"で与えられている)の矢印を描いています。ソースコード（pgex12.f）の

       CALL PGSAH(K, 80.0-3.0*I, 0.5*REAL(I)/REAL(NV))
       CALL PGSCH(0.25*I)
       CALL PGARRO(XT, YT, X, Y)
 
の部分で各々一本の矢印を描いています。PGSAH に与える各引数の意味については説明書を参照して下さい。PGARRO の第１，第２引数が矢印の始点(根)を、第３，第４引数が終点(矢頭)の位置を、それぞれ表しています。

黄色いメモ帳印のところをダブルクリックすると、それぞれの部分についての簡単な説明が現れます。

この窓を閉じたい時は、窓の内側でシングルクリックして、さらに左上隅に現れる灰色のボタンをシングルクリックして下さい。一旦閉じても、吹き出しを２度クリックすれば、再びこの窓を開くことが出来ます。

one point advice
この赤い枠は、ソースコードの

  CALL PGENV(-1.05,1.05,-1.05,1.05,1,-1)

の文で描かれている。PGENV の最後の引数を "-1" にすると、軸を描かず外枠だけが描かれる。色(赤)は直前の PGSCI (上のコメント内参照)で指定されている(色指定子"2"は赤)。カラーテーブルの割付(既定値)については、pgcolors.pdfを参照のこと。
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